
平成18年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

18年7月19日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑い  
り開始した遡及調査によるものを除く。）は、輸血用血液製剤65件、血  
製剤の内訳は、  
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でHBs抗原（又はHBV－DNA）等が陽転した事例はp34例（うち、輸血後NATで陰性又  
で陽性は9例）。  

を提供した献血者の保管検体の個別N A T陽性の事例は1例。  液
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 後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は4例（劇症化例含  

む。）である。  
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（又はHCV－RNA）等が陽転した事例は14例（うち、輸血後NATで陰性又は輸血前後で  査
 
を
疾
 
 

検
 
剤
原
 
 

体
 
製
（
 
 

抗
h
液
亡
 
 
 

ー
U
¢
－
 
 

JN A T陽性事例は1例。  
）したとの報告を受けた事例は0例。  
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）したとの報告を受けた事例は1例。  除  く  患又は他の原因  輸血後に死亡（  
（2）パルホB19感染症例（供血者と受血者のウイルス塩基配列一致）は1例。E型肝炎感染疑い事例は1  

例（既報告の追加情報。主治医が因果関係を否定）である。  

6 血渠分画製剤での報告事例   
輸血（上記報告済み）と併用されたアルブミン使用症例1例（原料血焚等は陰性）。人ハブトゲロビン（ハ   

ブトゲロビン）、フィブリノゲン加第13因子及び加熱人血焚タンパク使用症例1例は、原料等のNA T調査中。   



国内輸血例  2006／7／24  

輸血によるHBV感染報告例（疑い例を含む。）  

■カ■号  日赤暮号  FAX責付日  嶋舌貴書日  一●も   暮 性  鴨集■名   投与年月  投与蘭牡暮 （年月）  投与t汝暮（攣 月）  t▲●■■ 仙T  ■▲著■■ 鵬f  併用血欄■綱 ●  ■考   土用●位 ■  ぬ鵬用  
一   ■、抗体、軌T）（せ■  

刃   ■点）   

供血者鶴性儀例   

片■れ牡州量▲暮の情■：■  18ホの膚料血  
性となった当妨■血用▲濃  サ、l★の輌■凛  

人赤血球■躍濱（放射線爛朋）  廉t■体柑  （FFP）と同一採血暮号の■網  柑／柑  

・■i■▲＝■  3－肺○！19  2胴／丁代  2001；／7／＝I   新鮮凛鰯人血蝶   事  TO  書環蓼疾患、消化蓼  8型肝炎   として1本の押♯血難ノ本の  川書位 川暮位   （2名はHlね    、8の 血球HAPを製   
人血小坂濃■液（放射け照射）  1■  2（抑5／tl 2005／1I  HB5∧d－〉  H【ltA〆◆）  ■性（●血後）   本中t7本二  M▲Pは全て匿■  1■  乗回復  

N▲T（◆）  赤血ヰMAPがあり、原料血欺 は腰用済みで、毒血書目APは 声徽■■へ供給済み（受血書  
新鮮よ輸血策は  

の情報については■暮中）。   全て確保済み。   

隕転事例   

人血小坂■凪凄（放射汁照射）  
03／08一  lO●位  席料血鞭は全て  

A－06∞00＝  3－D6049  2006／4／18  2006／5／2   人血小坂濃■濠 人赤血球▲町濃  舅  TO  消化書■■、血液柵 ●  8型肝炎  04ハ2 0ユ／09  

8本の膿熱血欺、  
†叫位 3＋也  

人界血球濃件濃（散財■照射）  
05／○ユ  

l書位   血蝉憲t遭．  
05／03   み．   

H白～∧山一）  

…＝▲●●  3－06051  20（略／ヰ／21  2（氾8／5／8  人赤血球■陣液（放射牧照射）  弔  利】  血凛穫■   B型肝炎   2005ハ2   H8∫A山一） H8V一口N▲ト）  
4不の即静止干、 l本のホ蝉濃縮  

8■位  ¢／d    血蒙を上達。全  中書鷹  東国正  
（05／12）   て鎌侵済み。  

A－0仰002l  3－一価055  2∝旭／5／2  2…／5／1丁  人血小坂■陣液（は射け照射）    50  り■ ニ   
4本の膚料血欒  

8型肝炎   2（】05／11－†2  H8事▲山一） （05／1t）  Ht）■A■（◆） （耶／04）  岬量なし  N∧T（－）  4引■也  1／l   喜t通し、全て礪  1■  軽快  
磨潜み．  

H8靂Ad◆）  

H8●Ab（－）  相木の∬♯血 サ、3本のホ書凛  
人赤血攣▲■液  

A－0㈹002  ユー¶8063  2∝拓′5′9  紳鋼′5′2J   新〟凍結人血霹  女  80  書オ靡痍■  8璧肝炎   
人血小坂濃陣液（放射牡照射）  

2（IO5／08 2805／p∂ 2005／Ot；  H8書A■（－） （05／桐）    Ht】●人〆◆） （05／12） H8V－DN人（◆） （06／8り  

8■也 10●位 之○羊位  5／10    鶴血難．5本の赤 血隕舶Pを■ 遺 ．棚粁▲鞭は1 本確保済み。   
HB■∧d◆）  

（08／05）   

川】瑚－）  

（¢‘／ⅥJJ  

H8●Ad●）  

人血小f濃厚濠（放射■照射）  （08′05）  

llO暮位  即事の即料血  
人血小檻■揮漕  

A一・0冊ユ  3－－（婚008  2㈱／5／‖  2（X）8／5／25    人赤血専■厚漉（鮒削川州）  ，○■位 2■位  ■●  不明  

人需血鐸1■慮   

8型肝炎   

2008／02一っl 2tX帽／02－03 2008／02 2088／02－04  Ht】∨－DN∧ト） （朋／02）      H8t▲以－） H8■人山◆） H8●仙（－） H8血涙 

－）  

柑■位   全て離農済み．  

H8V－DNA（◆）  

（朋／05）   

HBsAポー）  

（08／02）  

Hl】1～（◆）  2本の脾料血幣、  

A－0醐3  3－06【雄1  2α沌／5／15  200tl／5／29  人赤血ヰ▲庫液   男  丁¢  甘疾農   8璧肝炎   2（旧○／01  H【l一人d－） （08／01）     目白5Ab（－） 目白●硬◆）  1●位  ○／2   1本の糖群凛繕 血無音■濃．全  ■●  不明  

H8tl∧b（－）  て儀條済み．  

l■M－H8d血（◆）  

（08／05）   

目白∨－DNA（－）  

2005／1ト  （05／12）  川本の書熱血  
▲－Ol醐3  3－¢別け1  2醐／5′18  冊／8′l  人▲小坂1■液（放射片■射） 人素血球義■液（放射書掃射）  井  70  血慮靂■   之（泊l／0ユ 2005／†2－  

80■拉  策、5本の新書凛  
柑■位  8／18    輪▲サを■逢．  暮■  東国せ  

2008／03   H8●仙（◆）  全て轍傑済み．  
（㈹／05）   

H8霊相◆）  

A－8醐  き－（持¢丁8  2∝貯／き／22  2∝旭／8／き  人霧血瀾■犀濃 新鮮凛鏑人血＃   男  抑  漬化蓼■●、血液■ ●  ＝■－′－   2（旧3／‖ 2（氾3／†I  H8■～（－） （OJ′†り   H81▲b（－） 川】●～H  
1＋位 8暮位  l／8  8本の∬書血徽． 1本の轟血書 岨Pを■遭 

（00／05）   
．   

－一 
（05／07〉  

‖／2ユ  

H8●八一◆）  
（之名が  

A－0800鵬1  3一心1075  2【伽／5／2l  20朋／8／5  人▲小楯■■濃（放射■照射） 人赤血球濃■凛（放射■照射）  鼻  40  血液■嘉   8璧肝炎   川5／【け－88 2005／以l  H8瑚一） 05／08   

（）   …諾位    ト旧■仙のみ 書性、a名 がH86仙  
HB●Ad◆）  

H8V－DN▲（－）  
性、Hl】1仙  

r（帽′D引   
書性）   

H81～（◆）  

簡蝉凛鏑人血♯  （05／0丁）  
■■の父■がH8V■性である  10本の蘭鶉▲  

攣、4本の新■ヰ  
八一¢8∝脚  3－0も0丁8  2肋／5／29  2（〉08／8／g   人蒜血ヰ凛■濃 人需血ヰ暮す瀧（放射■■射）  白壁肝炎   2081／04 2仰l／04 200l／0■  

200lノ0▲   人血／ト振■■液（触射■綱射）   く00／01） 目白■∧〆◆）  

遭。   
ことが¶明し、暮暮轟簑が暮 陣であるとの■●■■からの コメント   

（08／05）   み．   

H8轟A〆◆）  

（00／05）  

t3本の鴨≠血  

人赤血球■■濃（放射■■射）  
Htね▲d◆）  ・他車徽■■での汝暮で●血 ■H8 ♯、l事のf騨凛 ヰ▲♯．5ホの需  

●∧d－）、H【I●仙（◆）であっ た 
ユ／1：I     血恥川増事 虚．腋仰山附加  

ホ鮮凛傭人血♯   2008／03   

A－08仰l  3－（沌0丁7  2（泊8／5／29  2008／8／g   人需血ヰ1即濃 人血小腰■■濠（放射■照射）   女  帥  書攫蓼疾t  8型肝炎   

2008／○ユ 紺8／0：I 冊／03   H8－∧ポー） （Ol／0ユ）     H【l■▲bト） H【l●▲d－） H8●仙（◆） l 

■M－HB亡Abト）  しと考えるとのコメントあり．   本柵廉済み．♯  
H8V一口N〟－）  

t′・∴・  

（08／05）   
最済み。   

1／8   



2∝絡／7／2l  

国内輸血伊  
H85A■（－）  

H8～Ab（－）  

」  
H【】oAb 

EIA（◆）  

PHAト）  

H8V－DNAト）  2丁本の蘭料▲  

（05′‖）  
♯、l事の♯♯凛  

H【l■Ad－）  

（ロ5ハ0）  
逢．雁料血難は 11本確保済み、  A  2005ハ0－1t（ 2005／10－11   05／08） HBV－DN∧（－）  

ホ鮮凛噸血難は  1解）  
（08／02）  

H8曇Ad◆）  6ホ確良済み。   

H8●Abト）  

H8V－DN▲（◆）  

（0も／05）  

H8さAbト）  

（08／0－け   

2005ハ0－  

200¢／1  Ht）事Ad◆）  
死亡（肝性  

2005／Hト  H8●A■（－）  ■著死亡例（■■）  柑本の膚料血  曹峰による  
人血小坂濃呼液（放射線照射）  （肝性■嘩による死亡．●血と   死亡。●血  

∧一08∝〉m】54  ユー0も085  20【帽／6／8  2008／β／22   人血小坂1陣液 人赤血球濃厚瀧（放射捧照射）  巳型肝炎  2抑8／ユ 2005／1ト  の因t関係は不明との担当筐  轄血燥を■遺，  1■     との也1闇  

2008／4  H8V－DN∧（◆）  コメント）   一斗位   全て確保済み．  僕は不明と  
人赤血削Mほ   

2∝I5ハ0－  （0¢／05）   

の担当医コ  
2胴／l   

メント）  

日日b∧山一）  

H8一人叫◆）  

l本の鷹熱血凛．  

H8db  
1本の■鮮凛傭  

Ht弱■性  
血攣を纏遺．廣  

∧－0醐005  3－06887  200も／6ハ3  2（船6／る／26  人赤血球濃厚液   女  50  血液■■   8型肝炎   2005／1卜12      H白∨－DN∧（－）  
8■位  1／8     料血鞭は全て橿  ■t  軽快  

（05／叩）  

提済み。新鮮凛  

H8一人山一）  

l削血欒は全て橿  

仲5／1り   

錬済み．  

供血書の再■血：HB¢仙（◆）晴  11／1l  

1人は  
の保t機体■別NATはH8V－ DNA 

A－0∞0∝I6l  3－08090  2胴／8／2t  2（】06／丁／6  人赤血球よ庫液 断♯凍結人血幣   男  80  51＝ヒ■t嘉  B聖肝炎   18gT／1l 1907／‖  H【〉，∧ポー） （○？／11）  H8s人山◆） （08／06）  ≠性（●血機）  NAT（－）  
あった．   （－）であり、また当鶴■血 晴はH8¢仙（◆）かつH8●仙（◆）で   2■也 20■位    Hl】G人b（◆）． HBV－ DNA卜）■→  

■考事蠣   

卸本の輝線血  
H恥∧J◆）  欺、10本の折肝  

H81Aムー）  
生体ホ分肝移t稟施  凄輸血欺、18＊  

人血清フルプミ  の赤血書MAP、1  

円 巴  
5  パイアル  女  58  湧化鯵疾■  8聖肝炎   脚5／」ト5 2（貯5′   H8～▲山一） H8cA扉－）  

HB5人〆－）．Ht】■仙（－XO8／Ol）   、Iの 輪去赤血球をt  
（08／○引   遺．膚料血欺は1 本譜舞済み 

．   

死亡（暮耳癌  

川）＄人d－）  

の転移によ  
2本の囁繹血鞭  り死亡。■  

A一月8…8  l－080g5  2∝絡／丁／3  即8／丁ハ2  人赤血球▲犀液（放射■闊射〉 人需血球濃厚液  女  †0  湘ヒ■1■  8璧肝炎   2000ハ 2∝沌／l   （05／12） H亡lV－DNA卜）  

畦書     血との倒稟  
（00／Ot）   

■●t亡■l （■≠■の■のIi■により鷺 亡）  ～■位 2暮位  0／2   をt遺し、全てヰ 廉済み．  ■儀なしと  
の担当匿コ  
メント）  

死亡  
粧爛スルホ化 免瘍グロブリン  押掛血書は全て  （肝不全によ  

8事の礪舟血♯、  

A－860000丁  ユー○も89丁  2∝鳩／7／5  2008／1／18  人血小坂♯庫液（散財書照射） 人赤血糟1■液（放射■照射）  ■  TO  血液■■   ■♯を■遺。  
B聖肝炎   2（追4／08－11 2∝川／05－10  H8■▲山一） （03／08）  HBV－DNA（◆） （04／10）  ■性（●血緻）  犀t機体8本 について H8V－N∧T卜）    （01／11） 人血i■アルプミ  

ン（04／05／一lO）   ♂I。   担当声の1  
て・  

10本の廣熱血  
♯、1本の折鮮凛  
輔▲♯、l本の寿  

憬t檎体10  血球MAPを■  

人赤血坤■陣濃（放射■照射）  女  TO  急性■b筋揉暮、心婁 ‥∴・ 
A－880000丁  3－D8101  2α鳩／丁／丁  2008／7／20   折♯凛撼人血繁  ・t   

人血小坂濃叶液（放射♯闊射）  2001／04 200l／04 2（氾l／04  H8書Ad－） （08／04）  HBtA■（＋） （Ol／08）  H8V中1檎糞 実施予定   本について H8V－N∧T臭 蝿予定  10■位 8■也 18■也  3／10      遺．群鶉▲書はl 事由彙済みで， 本は襖用の■★  輪講み。   
を■暮中．新鮮  
護持血欒は確畏  
済み．   

HB■▲山◆）  

H8■Ab（－）  

H8d叫◆）  畏t■体13  
人弄血ヰ■す凛  川■位  

3－（絡103  2（削／丁／11  
2■位  中書鷹  東国正  

人赤血球暮揮液（放射♯R射） 人血小橋濃庫液  ■  †0  暮性リンパ■  8型肝炎   2（泊ヰ／D8－ 脚き／01 2肺5／糾 2005／0：トOl  H加人山－） （01／0丁）     H8V－DNA（◆） （Oti／05） 川】●人山◆〉 H8 

さ0暮位   

●人山－）  

H8V－DN▲（◆）  

（08／○‘）   

Hl】t▲〆◆）  

（Ol／08）  靡t機体8  8本の犀＃血蒙  

8－－0引05  之∝絡／丁／柑  人赤血球1陣漬（放射牡照射）  女  帥  書析   8聖肝炎   200－1／糾  日日事人山－） （03／10〉    H8■Al（－） Hβ●仙（－）  

6■也  t／‘   モー虚し、債用 の雷■壬■暮  中■オ  軽快  
H8¢仙（◆）  ■▼寸  中．  

（○●／08）   

2／8   



国内輸血例  2006／7／2ヰ  

2本の隋窮血攣 

H8V－DNA（＋）  保書榛体2本  
一∵■r－ノ・  

2（X〉6／02  H8V－DN∧ト）    H8一人l（－）  
血撫を製造．胃  

3－00106  2006／7／1！l  人赤血球ま厚液   男  TO  消化蓼膚■  日聖肝炎  （08／02）    Hl】事∧b（－）  1●也  1／2   軽撫  不明  
（0¶／05）   施予定  有■をM董中．  

T一り“  

ヰ優済み。  

H8iAl（◆）  
l★の胃熱血♯、  

l  

l■H－Ht）七人bト）  保t機体8本  
l本のホ鮮凛欄  

ユー肪1a†12りIヰ′7／柑  
血購、8本の寿血  

新鮮凍結人血簗   舞  40  消化♯疾t  8聖肝炎   ZOO8／02－05  H8もA■（－〉 （0¢／01〉    （0¢／0¢〉 H8魯▲d◆）  
川暮位  3／8     壌MAP竜泉遭。  

lgM－H8dbト）  施予定  即料血鞭は使用  
の有■を臍暮  

（0も／OT）   

中．   

HBiA■ト）  畏t機体2本  

3－08108  2086／1／柑  人赤血球濃曙液（放射繊照射）  女  80  不明   B型肝炎   20D6／0：l   H♭書仙ト） H8cAb（一）  4単位  11董中  臍董中  種骨  押書中  
（Ol／03）   縫予定  

●血後NATで陰性又は   
輸血前後で鵬性   

H【lV－DNA（◆）  

（0¢／03）  

A－0醐00†2  3－（略046  2008／4ハ3  2（氾6／4／28  人赤血球■厚液（放射線照射）  女  ユ0  出血   H88A正一）  
3ホの澤村血難  

8型肝炎   08／02   （05／08）  5■位  0／3   を■遺し、全てヰ  中■鷹  不明  
最済み，  

l■M－H8七人山一）  

（Oti／03）   

H8靂Ad◆）  

Hlヨs∧d－）  3本の席料血撫、  

A－0∝旧00t  ユー0も050  20（治／4／21  2006／5／2  人赤血球濃ヰ液 血 舞  58  泌尿書■■ 汀覆書換t  B聖肝炎   2008／08   H8GA叫－） HB●▲b（一） （08／02）  人赤輝濃呼欄（放射♯照射）  4■位 2暮色  0／3   1本の断♯よ結 1・一■－  t■  乗回す  

■A● H8V－DHA卜〉  
て橿優済み．  

（08′Ol）   

H88Ad◆）  
♯董鏑暮を貴けて、担当さよ  3本の謂無血歎  

A－Ot，MO2  3一－1帖058  2㈹／5／2  2008／5／1丁  人血小板■庫漬（放射■照射） 人諷血ヰ1■瀧（触射線照射）  女  腑  血液l■■   日型肝炎  冊／りJ 2008／01  日暮】1Al（－） H8V－DNA（◆） （06／01）   Hb一人b（－） 川k勅小） Ht】V 

り慶書が●血蘭よりH8V書経 であったことから●血血濃との  

－DN∧（◆）  2暮位   
畦書  兼国正  

由t■係なしとのコメントあり。   書済み。  
（伽／Ol）   

8本の靡料血欺、 l★の書■■■  

人血小坂1陣濠（放射書冊射）  2脚6／03  10■位  

A－0－；∝氾02  ）一別〉059  2∝縮／5／8  2008／5／1丁   人赤▲ヰ濃厚濠（放射♯照射）  8型肝炎  12●位 10暮位  1／12  

血す、5本の需▲ ヰM∧Pモー遺．  
2800／03 2800ノ03   

剛肌用は1本  
書■耳■人■書   

（肌／0：”   

■犀済れオ■ 血欺は丁事ヰ廉 済み．   
H8一人M◆）  

H8t：仙（◆）  

H8V－ON▲（◆）  

H【I〟u卜）  
8本の∬熱血欄．  

畑β′／pJ  
l本の輌鱒オ■  

Al】¢α）0034  3－00088  2α旭／5／17  2【氾8／5／29  人赤血繹■J液 斬♯凛飴人血靖   
Hl】■Ad士） H伽▲以 l●血  

女  80  消化讐■■  8モ肝炎   2【泊8／0：I  
ほ■拉  †／18    ▲禦．1本の赤▲ ヰHAPを義▲．  

（08／0ユ）  
■れ▲瞥は▲本  

H8くA吊◆）  
離農済み。   

H8V－DNA（－）  

（08／05）   

Ht】●▲d◆）  

HウoA武一）  

H8嚢∧d一）  

2∝15ハト  

人赤血球■＃液  細別／0l 2（氾5ハト  

2ユ本の靡料血  

A－0刷03  3－06089  2（X糟／5／1丁  2（旧8／5／29   人血小鴨■井液  ■  70  血潰■■   8型肝炎  沙加／01  
・・ ÷  乗回t  

人血丁目腋■繹欄（放射♯綱射）  32●也 75暮位 25■位  8／2l   ＃．5本の蠣騨凛 ＃血♯を■遺． 全て練磨済み 
2005ハ2  

．  

（05′‖）  

Ht）c仙（◆）  

（○さ／05）   

H8£A正一）  

H8事仙（◆〉  

H8●Aポー） Hl） 

○仙（◆） Hl】e仙（◆）  

2★の胃熱血攣  
A－○仙3  3－080TO  200¢／5／18  2001／¢／1  人血小板■■液（放射汁R射）    SO  鯛化■ま患  8聖肝炎   35●也  1／2   をt逢し、全てヰ  鴨●  不覇  

（05／05） H8一人ポー）  

2005／12       HロV－DN∧（－）  憬済み．  

H8■仙卜）  

H8cAb（◆） （05／12）   

HV 
H8■入山◆）  

H8書Al（－）  
死亡（■炎  

■書死亡例（■■）  
による死亡．  

H8一人b卜） （05／1（】）  

∧－0仰  3一○¢089  2購／8／20  2（氾8／l／30  人界血球■呼液（放射≠晴射）  ■  70  血液■■   

3本の鳳熱血♯  肝集との■  
8暫肝炎   ■■     与は否定で  

2（抑8／2     H白■∧d－） （08／0之）  

最済み．  きないと担  
（00／05〉 HBV－DHA（◆）  当声コメン  
（○●′○●）   

ト）  

3／8   



国内輸血例  2008／丁ノ21  

H8与▲〆◆】  

H8一人b（－）  4本の慣れ血中．  
（08／01）  l棚拝  

職性（廿血餌）  
ニー＝ノて二  

A一¢槻婚7  31旭894  加価／8ノ30  200ti／7／12  人赤血球濃厚液   男  80  血液■■   8型肝炎   2006／1－2  H巳五人tト） （99／08）     HB8A■（◆） H88Ab（－） H80～ト〉  6暮位  1／4     料血鞭は全てヰ  中幕鷹  不明  
廉済み。断♯凛  

HB●A正一）  緒血頼lま確保済  
H8V－DトIA（◆）  み。  
（06／Otり  

陽転未確認事例  

知事の膚熱血  
HEl，人山－）  農．18★の新鮮  

24◆位  凍結血♯、12ホ  新鮮凍結血難  08／02 86／02  の赤血坤MAPを  
A－（帽昭氾13－00044！∝袷ノ4ハ22088／4／24人血小楯濃∬液（放射汝絹射）事  06／02－03  20■位 8暮位  

人赤血球濃厚液（放射托照射）  08／02一03   

人赤血球1呼腐  
32暮也   は21本確保済  

H8c咄十〉  み。簡♯凄絶血  
（08／04）   歎は全てヰ廉廉  

み。   

4／8   



園内輸血例  2008／7／24  

輸血によるHCV感染報告例（疑い例を含む。）  

1  供▲■発雷及の■書  
脚暮号  日薫暮雪  F▲X≠付日  ■●tl18  一・敵名  書 性  

く年月）   ノr」 己  投与年月  投与蘭■暮   投与牡■董（攣 月）  生血書■景 NAT  ■■●■■ HAT  併用血清■椚 ●  ■青   t   振■   t用●位   ●▲▼■ l■血兼  由一供▲書暮網 ■書★  由一鍵血■■欄 t用練  ■蒙■鶉   ヨ   の供血事廉t♯体 ∬、抗体、NAT＝投与  
桝   糟点）   

供血者瞞性事例  

席料血撫は優用  
済みで、赤血球  

暮1■暮によもH¢∨■∬N▲  ♯鮮凛輸血禦と  
H（】V－  Tナり汝け（●■）  同一採血義号讐  

＜追加＞併用血濠＃椚につ  州は、l★の∬科  

新鮮凛傭人血簗  
人－○醐○亡16  ユー060g2  200¢／8／23  2088′丁／8   ＜追加＞   女  30  塵料出血   G型肝炎  2附ノl  HCV一人b（一）  HOV一人b（十）   

＜1加＞  （83／‖）   ≠性（●血機）   N▲¶◆）l♯ ＜i加＞ 保t♯体5本  新鮮オ錯血欺2 本絹射赤血球     いても担当医が被疑藁とした  2■位 ＜追加＞  ■‘■中 次回■血 （08／08）     血賛、一本の寿血 ヰMAPを製逢。  
人赤血ヰ濃厚液（放射■照射）  について HCV 

－NAT（一  を比較したところ群書の櫨暮  ＜追加＞ 4／5   3本の胃料血♯、 5本の撫鮮凛轄 血攣 
亡列は全て一散したJ■曽と  、2本の赤血  

もG●…t沖●Ⅱ（2■）であった。   鐸M▲Pを♯遺。   

■■蘭へ供給済  
み．  

縄転■例  

05／11  HCV－Ab卜） （05／†1）  H（）∨－RNA（◆） （OJI／03）  爛董なし  NAT（－）  
2本の■料血撫  

A－08000（船  3－－06042  封X旭／4／10  2006／1／20  人赤血球■■濱（放射♯欄朋）  輿  80  駐韓す、■オ曇疾書  C璧肝炎  4暮位  0／2   書♯遺し、全てヰ  1■  乗回覆  
犀済み。  

3本の肝料血♯、  
l本の斯＃凍結  
血すを上蓋．押  

●淵●●  3－0005ユ  2008／4／27  2008／5／11  人赤血球1陣濱（放射■剛射）  舅    消化暮疾患  C型肝炎   2008／02  HCV▲bト） （Ot】／Ot）  H（；∨コアAd十） （Ot！／04）  剛性（●血緩）  NATト）  4●位  ○／3     曽I血♯は全て樽  軽徽  兼l司す  
保済み、書蝉凛  
■▲♯はヰ俣済  
み．  

犀科血欺2本を  
＃遺し、確優済  

HCV一仙（－）  
■i●▲■■■  ユー08085  2（伽／5／11  200○／5／2S  人赤血球1■液（放射儀欄朋）  女  丁（】  書折   C聖肝炎   200¢／02   （Otl／02）   担当医が、畿蹴豪を1本追加 （2∝18／02／22●血分）  2■位十2■ 位  0／2一 ＜追加＞  0／l  1t  乗回慎 ’  

（Ol／05）   
1★の★■濃縮  
▲♯をt遺し．  
全てヰ良済み．  

封事の■鯖▲  
難、3本の★書よ  

▲」別氾○∝l  3－t詭0丁9  和明／5／3l  2008／8ハ3  人血小梅濃犀液（放射線欄朋） 人春血欄■厚液（放射■照射）  男  20  血濃t●   C型肝炎   
2（氾5／82－08 2005／021）8  HCV－∧M－） （05／02）  H（）∨－RNA（◆） HCV一∧叫◆） （08／05）  和性（●血縫）  NAT（－）  ウエノグロブリン lH  

215＋位 20斗也  21／ユ4    ■血♯雇■遺． 凧れ血♯は2本  
鑑徽■■へ供給  

■廉済み．   

HCV－∧以＋）  

HCVコア仙（◆）  

H（）∨一人叫一）  8本の即鯖血欺、  

A－0別】（〉00l  ユー0808（】  2∝絡／8／5  200¢／ら′川  人赤血球■■濃（放射■晴射）  女  80  ■まt   G型肝炎   
1本の★llま鑓  

280S／1t   （05／08〉 HCV－RN∧（－） （05／1り  
12■位  1′6    血書モ■遁．全  中書鷹  乗回暮  

（ て儀換譜み．  

（08／08）   

12本の♯粁血  

難、l本の書書凛 ♯血す、8本の赤  

▲一0仰5  3一－（埼088  2006／l／12  2008／8′23  新幹濃縮人血欒 人♯血書▲庫漬   12暮位 12■也  1′12     血糟M▲P舎■ 遭．■精血難はl  
ロ  18  消化轟痍欄  C聖肝炎  2008／2 2008／2－3  HCV－仙（一l （08／0り  HCV一仙（◆） HCV－RNA（◆） （08／08）  ■性（●血繍）  NAT（－）  事檀廉済み．ホ  

■凛♯血凛憺■  
畏済み．   

H（：V－▲以◆）  丁本の揮群血牧、  
ユ本の軒書凛儀  

▲ －・＝…；  1－00側1  2008／8／22  2008／7／8  人赤血坤■厚濃（触射片照射）  女  70  ▼疾七   C璧肝炎   12■位  4／丁    血■t■■．■  
2005／ト10  HCV一人t】（一） （05／01）   （Ol／01） HCV－RN∧（◆） HCVコTAJ◆）  料血♯は1本1  

（01／05）   最済み．   

憬t■体2本  
2005／12  HCV－▲M－） 0／t  HCV－▲b（◆） O  HCV■遍■暮  

2事の岬熱血サ  

A－08∝伽丁  3－一伽102  2008／了ハ0  冊／丁／20  人象▲欄■肛濃（放射媚憫朋）    58  51化讐疾t  C聖肝炎  （52）   （l／08）   一⊥■  l◆也  l／2   を上▲．儀用の  1義  h暮中  

穐千丈  書■舎■暮中．  

人寿血球暮昨浪  ＝柑噂／02  

最t繍♯5●  
5■位  

人赤血球■■濃（放射■嶋村）  氾■位  
31光104  2088′7ハ之  ㈹■位  ▲■  ■暮中  

人血小坂■■液（放射書■射） 人血小坂■肝濃 新鮮凛♯人血蒙  事  10  負性リン′く性白血■  C璧肝炎   †耶柑／02－ 2（氾0／0丁 l耶柑／02－10 1999ハ0  

川■位  
‖‖帽／02－01I   

12■位   

●血換NATで邑性又は   
●血前後で■性   

A－0即叩tl  3一伽04S  2㈱／1／1ユ  2（氾8／1／28  人妻▲坤■∬濃（放射■書射）  女  TO  ■折   G型肝炎   08／01  HCV一人b（－） （Ol／Ot）  HCV一人b（◆） （08／03）  ■性（●血緻）  N八丁（－）  蛙■  乗回■  
」   

5／l   



国内輸血例   
HCVAb卜）  原料血幣一本を  

A－08㈱03  3－010朗  2086／5／1l  200t；／5／25  人赤血球濃厚液（放射線照射）  ■  糾〕  泌尿書■■  C型肝炎   2M6／Ol   HCVcAt（－）  2単位  0／l   暮遺し、ヰ畏済  蛙汁  不t粥  
／01）   み．  

2本の犀利血蝿、  
1本の♯♯凛轄  
血媚琶■遭．膚  

A－000○003  3－060丁2  2（】06／5／22  2006／8／5  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  50  生鶉雛壇■  G塑肝炎   2005／1l  HCVAb（一） （05ハ○）  HCVAb（◆） （06／5）  陰性（●血椚） 瞳性（■血捜）  N∧T（一）  
4暮位  1／2     熱血禦は全て確  軽七  不IR  

昆済み．断＃凛  
輸血慨は確保済  
み．  

2♯の靡熱血紫、  
2事の赤血球  

A－0600008  ユー080g6  2008／丁／4  20（I8／－／18  新鮮凛総人血幣   女  70  血液檀■、甘疾患  C聖肝炎   2005／9  HCV－Ab（一） （05／01）  HCV一人b（◆） HCV－RN人（◆） （06／朋）  職性（●血蘭） ■性（●血醜）  N∧Tト）  
4■位  2／2    M∧Pをt遺．靡  

科血欒は使用の  
有★を小暮中。   

陽転未確駿事例  
乗回♯  

HCV一人b（－）  12本の陣料血  （土着は押  

HCV－RNA（◆）  憬t機体12  
（05／Dg）  

二 ■一…●  ユー（旭100  2006／丁／7  2（氾8／－／20  人血小楯1厚液（放射托照射） 人赤血球濃厚液  ロ  40  ＝ ニ」二   C型肝炎   2005／01－08 2（氾5／0ト84  機体なし     HCV－Ab（十）  90＋位 8斗位  10／12   ♯、2本のホ鮮凛 鏑血欺を■遣． 挿料血書は優用  
H¢∨－RNA（◆）  施予定  の有撫を鯛暮  はないとの  
（0¢／03）   中．   ・軋′  

解。）  

輸血によるその他ウイルス感染報告例（疑し＼例を含む。）  

与 諾荘王加鵬の鵬  の鍵■■欄t●♯（  
靡、抗体、N〟n（投   

供血者隕憧¶欄  

819－DM（◆）  

BtO抗体  
【kM】（◆）   

【＝○扶陣  

【叶Gl（◆）  

（00／05）  

8柑－DNA（－）  

819抗体  
山〃】（－）  

B相続体  
【llG】（一）  

（00／Ol）  

■著杜体と810－DNA■性憬t  
♯体でNSl／VPl■■100恥  
の壇暮配列を比厳した♯集、  
全ての也■E欄lよ一致した．  

3本の＃斡血＃、  
I事の■廿凛鶴  
血＃塵■遺し、  

全て■優済み．  

■性（■血納〉  

■性（●血機）  人赤血球1肝癌（放射牡絹射）  

仲転乗轍紘事例  

担当医より、畏t汝体の機量  
緒1が牲性であったことから  
本州との田1曹係は香定され  
た。食事や鶉外撫行などの■  
歴もなく．¢染＃鶴は不明との  
コメント。  

凛  
凛■血♯は匿■  
書■へ供給済  犀料▲攣は23本 任用済み。新♯   み。  

れ、1本の新書  
緒血♯をt遺．  
縛鞘血蝿lよ11本  訳本の席料血    書撫済み．  

人血小坂1躍液（放射線照射）  
人血小振1肛蔵  
人赤血書1肛液（放射♯照射）  
人寿血球1■液  

6／8   



2006／7／24  国内輸血例  

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）  

供血看舞1及の■舌  

著 性  1・・＝f：   投与年月  投与椚檎暮 （年月）  ノニ1⊥二 暮（年月）  貴血書♯董  群書汝体♯ 暮  併用血液■＃ ●  ■●   し二＝い   供血書キ   両→供血書暮網   同一供血書暮＃ 用楽  ■彙鐘■   田   の供血書摩t♯体（ 靡 
書桝■号  日赤書号  F∧X責付8  書貴賓■日  一般名   ■   t血粟   ■傭儀   t  転●  、統捧、帖T）（投与  

別   ヰ創   

▲著死亡例（■■）  
・ミ．仙川U■が檎出された■著榛  ＃血書雄和E男性  

体、血小板上覿セグメント  則［汀▲E  

非溶血性騨作 用蘭蓮捜査  チューブ由乗の■株を入手  ・アレルギー丘、アトピー性皮  
し、以下の賦験を行い。三書  死亡  書換鳥、暮皮療、■尿鋼のた  

人血小梅濃■液  院内血培より St がMSSAであり同一の菌株で  席料血欺1本、頼  （敗血症によ  往丘なし  
A－○仰02  3－0805†  2隅／5／2  2001；／5′17   被疑薬：採血後3日F 人赤血球濃厚液  男  TO  血液疾患   櫓薗感染  200も／05  ■帥yloco¢CU  あることを櫨紘した。  ■■    る，■血との  ・≠血腑の1ケ月間に土中暮樺  

soⅣOU事を同  岬■増義（同定）拭♯  闊達性は不  の症状、小きな外傷、火＃、化  
被疑巣二採血護138日  定。  陰性 ・血＃タンパク t欠▲榛董 ▲・■「・  保済み．  明）  ■などはいすれもなし  

コアケラーゼ型（Ⅶ型）  ・舞紳鐸の皮膚僻1屈欄  

： 欠机なし   暮薫血生（－）  
・再捷血を行い伽／叫、■薗  

／モルスフィールドt気泳恥  堵書賦■稟施：ざ．仙叩∽欄畑  

法  されず。  
による遺伝子解析   

人赤血球濃叶液  験内血培にて  同一採血書  8本の許料血煙、  

A－080000†  3－0604丁  2006／4／14  20【帽／4／26   被疑鵡：採血後9－t3日日 人血小橋1庫濃（放射♯照射）  
相島感染  q8／03一 06／04  檎体なし   8■¢illu事C－●U5 を同定  号の血繁丁本  用●拉  1本の♯鮮凛緒  

で●■ll■  20■位  血難を■遭。全  1■  軽快  
被疑巣：様血捜3－4日目   ≠施：r■合J  て確保済み．  

非力血性劇作  
用開運檎暮菓  
施  
・抗血禦タンパ  一本の席料血欺 

A－08∝100l  3－00048  2006／4／19  2008／5／2  人赤血球1厚液 穐疑藁：採血後1引∃日   女  68  j ・・  細菖感染  2∝18／04  
一本の鮪♯凛纏  

之■位  ■■  回復  
統内血培犠牲      ク■抗体榛董： 嬢性  

・血♯タン／くク  
て確保済み。  

■欠洪捜暮 
欠▲なし   

照射血小板  
亦溶血性Il作  
用■逢榛暮  2本の陣料血難、  

人血小楯1昨液（放射牡照射）  ・抗血♯タンパ  1＊の書■■■  

院内血埼Il性     クー抗体機暮． 性  
▲▼書●暮．■  

A－0仰Ol  ユー08052  2【氾6／ヰ／24  2008／5／8   ★鮭薬：株血綾38日 人赤血埠■∬欄（触射績欄朋）  ■龍感染   2∝帽／04  ll  10■也 2       舟血欺は1本確  ■位  
被疑藁二採血後l日日   ・血難タン／くク  

保済み．♯麟凛  

T欠■故暮こ  
ヰ血♯は確保沸  

欠納なし  み．   

r■合j  

非力血性円価  
用■i汝董  
・杭▲欺タンパ  

院内にて書■ 皿T     クー抗体檎暮ニ 穐性  
■者死亡例（■井）  2本の原料▲＃  寛亡  

▲－OtlMO2  ユー0605る  2006／5／2  2006／5／り  人血小坂■犀液（放射線照射） 鞭騒藁：揉血練3日目  男  5タ  血液疾土、消化蓼■ ●  細菌感染  200¢／02  （●血との■▲性不■）  紬＋位     を義遁．全て確 保済み 暮■   （●血との■  
．  ヰ性不■l）  

・▲サタン／くク ■欠♯繍暮  

欠■なし   

非澤▲性W作  
用t■■繍暮  
・抗血欺タンパ  

統内にてゲラ ムl暮性繹■構  
♯量結果を貴けて、担当医よ  肝蝉血凛1本、鴨  

A－08∝伽之  3－08080  2（朋／5／8  200tI／5／23  人赤血球■庫濃（放射書照射）  2001／05  
鮮よ■血♯l本  

出（∈．cdi）  り■血血液との国井■係なし とコメント 中書鷹  ■鋏  
♯縫蔓：採▲捜1引ヨ昌   のあり．   

片済み。  

・血攣タンパク ★欠♯檎暮： 欠■なし   

人赤血球暮膚瀧  当鰊＃綱に  1本の膚無血弊  

▲一助2  ユー00（帽1  2008／S／9  之（氾8／5／23   ♯♯■：件血橡88tヨ   女  く1  低出生体工  ∴ こ・二  2008／04  ♯体なし  て■■k■  1＋拉     を■遺し、確保  中書鷹  軽快  
棄権イ■合J  済み．  

罪溶血性馴傭  
用■轟牡量  
・扶血♯タンパ ク■抗体枚暮：  J鞘血♯一事を  

A－08∝l002  ユー08肺2  2∝栂／5／9  2001，／5／23  人赤血繹■叶液  ■  10  ‖ 二⊥   L 二二・・  2（〉0も／05  血増幅1■性      捧性  2■位     書蓋し、1優粛  1■  乗四書  
畿ヰ藁：採血後128日  ・▲♯タンパク  み．  

■欠■穐■  
欠★なし   

練内にてゲラ  
ムー性■書換  
出、大≠■岡  

人血小橋濃∬液  走（■書は2ケ  血小板製鋼のセグメントチュー  1事の席料血♯  

八一0仰000  ユー【絡078  2000／5／31  2006／8／1：I   被疑藁：樟血繍2日目   舅  20  L ∴二   ●●■♯  2006／05  月椚の血培で  プで■■培暮鵬★施：大■  中嶋虔  乗回ヰ  
■性∴大■■  鶴檎出されす   済み．  

を♯出してい  
る）   欠■なし   

葬溶血性肝作  
用■暮♯暮  
・抗血欺タンパ  

1本の膚粁▲♯  

∧－－○仰5l  ユー仰2  2∝嶋／l／6  2（氾6／l／20  人需血礫濃膚欄（放射ヰ照射） ★■嘉：環血橡10日口  只  70  泌犀暮■■、 濃化■●●  L・  2008／5  2＋位     をtlし、櫨廉  中書鷹  国縫  
み．  

ク一抗体汝暮： ■性 ・暮■ナンバク ∫欠欄■暮  

欠■なし   

丁／8   



国内輸血例   2∝沌／丁／24  

非溶血牲Il作  

・抗血♯タンパ  
・ …▲＝  3－0（l（旭3  ZO（帖／8／6  2006／8／20  人血小板■庫液（放射磯照射） 織疑藁：採血後3日目  女  88  血液頑■   三こL」1・  封X帽／8  灰内血培慮  1事の靡熱血策  

性．  l曇性  柑■位     を＃逢し、確鎮  中書虞  周正  
・血鶉タン／くウ  

済み．  

∫欠肋躊董 
欠■なし   

非力血性劉作  
用闇▲檎暮  
・抗血欒タンパ ク■抗体繍暮ニ  

A－0¢00005g  3－080朋  2006／8／20  2008／6／38  人赤血球凛呼濡 ♯良薬：採血後8日日   女  4D  ＝ 二L 二   細菌感染  2006／6  虎内血培♯ 性 l本の即料血欒  

。  

～■位     を＃遷し、訂霹  
匝性 ・血弊タン／くク  

中零度  回す  
済み．  

∫欠♯檎暮 
欠机なし   

当杯事綱の  
セグメント  
チューブでエ  
ンドトキシン  醗内血時にて増t実施前日の  l本の原料血欒、  

廣内血鳩にて  ♯書疇痍からも人6hotd）▲Ct叶  1本の赤血球  
A－0800（氾7t  ユー08098  2088／丁／8  2t〉06／7ハ8  新鮮凛鏑人血弊 機疑薬採血後298日目  界  50  消化難疾患  二1L…・  2008／7  ん引nOtOb鼻血α・  sp．♯出されており、本州の可  

叩．機出．   柁性は低いと考えられるとのコ  料血サは佳用沸  中等度  乗回壇  
樟血雷号の  メントあり．   み。赤血球MAP  

t綱は残っ  は慶∫済み．  

ていない）  

－
－
〕
1
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2006／7／24  園内血紫分画製剤例   

■別事号・  F▲X暮付8  七色貴書日  鹿  ■鮪∵＝。；  

原料血欒及  
A－06000004  2006／4／14  アルブミン  2∝15／06  H8sAb（＋）  び製品につ  

（人血清アルブミン）   男  3l  アルコール 性肝棲ま   B型肝炎  （08／01）  いては、陰  
性   例   闇   

人ハブトゲロビン（ハブトゲロ  
2006  

人赤血球1厚  
2  

2006／7／19  ピン）  200ti   綱査中   濱、人血小梅濃  2  

フィブリノゲン加第13El子  2008 2∝帽  8  

乗回復  

加熱人血策タンパク   厚液  
2006   

5ヰ位  



平成18年07月25日開催  

薬事・食品衛生審議会  

運営委員会提出資料  

別紙1  

日本赤十字社  

問診l羊よる捕捉調査の実施状況及び  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  
（輸血後HEV感染の予防対策）   

1．HEV問診調査状況  

1）調査期間：平成16年11月1日～平成17年10月31日射  

北海道赤十字血液センター管内  

イノシシ  不明  合計  

116  324  0  121  561  

（0．07）   （0．19）   （0．00）   （0．07）   （0．32）   

59  108  2  72  241  

（0．05）   （0．09）   （0．00）   （0．06）   （0．21）  

175  432  2  193  802  

（0．06）   （0．15）   （0．00）   （0．07）   （0．28）   

※1：問診内容「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の  

生肉、生レバーの喫食歴」   

（）：期間内献血者総数に対する割合％  

男性献血者総数：173，135  

女性献血者総数：116．655  

総献血者数   ：289，790   

0HEV－RNA検査結果  
検査した802本からHEV－RNAは1本検出された。   

2）調査期間：平成17年11月1日～平成18年3月31日※2  

11月 12月  1月   2月   3月  計  

実献血者総数 24．192 25．169 23，363 22，369 23，714 118，807  
問診該当者数 7，037  6，798  5，375  4．830  4，525  28，565  

頻度（％）   29．1   27．0   23．0   21．6  19．1   24．0   

※2：問診内容「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物  

種、焼き方を問わず）の喫食歴」  

OHEV－RNA検査結果  

検査した28．565本からHEV－RNAは10本検出された。   

2．試行的HEV20プールNAT実施状況  
北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成18年6月30日  

総数  HEV－RNA陽性  陽性率  

献血者数  432，167  56  1／7，717  

－49－   



3．HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間＝2005年1月1日～2006年6月30日  

N0．  採血日   年齢  性別  ALT （lU／L）   
HEV抗体  HEV  摂食歴胡儀  遡及対象  

供給製剤   
受血春情報  

lgM  lgG  RNA   食べ方   

2005／01／04  32   M   57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2  之005／02／0丁  38   F   十   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13  41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  之005／03／25  65   F   17  ＋   無  回答なし  無  

5  2005／03／27  26   M   38  十   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2005／04／10  54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2005／04／15  59   F   18  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  2005／04／15  35   F   16  十   シカ粁肉、ウシ精肉  半生  
無   ウシレバー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

9  2005／04／20  25   M   24  ＋   ＋   ＋   ロ  ウシレバー、ウシ精肉 シモン 半生  
ウホル、ヒツジ稚内  十分加熱  有  感染なし   

10  2005／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2005／06／07  42   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉 ウシル 半生  
ホモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2005／08／22  51   M   5之  十   無  回答なし  無  

13  2005／07／03  58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／07／05  22   M   之3  ＋  ＋   無  回答なし  無  

15  2005／07／05   38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  2005／07／13  24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ柵肉  生  
17  2005／09／02   33   M   49  ＋   無   ヒツジ輝肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  十   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 ウシレバー 半生  
、ウシ精肉、ブタ稚内  十分加熱   

無  

19  2005／09／20  42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17．11．1運営委員会報告済み）   

20  2005／09／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  

21  2005／10／21   41   M   12  ＋   無  回答なし  無  

22  2005／10／25  ヰ4   F   38  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2005／11／07   30   F   21  ＋   ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ稚内  半生  
無   ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱   無  

24  2005／11／07   31   F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2005／11／20  28   M   47  ＋   ＋   ＋   ウシレバー、ウマ精肉  生  
有   ブタホルモンウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

26  之005／11／29   35   F 333  ＋   十   ＋   有  回答なし  無  

27  2005／12／13   ヰ2   M   30  ＋   有  ウシ精肉、ヒツジ精肉 不明レバーブタ精肉   半生  十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13   30   M   ＋   有  不明   十分加熱  有  HEV感染（H18．01．26運営委見合報告済み）   

29  2005／12／22  62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27  ヰ2   F   14  ＋   回答なし  無  



N0．  採血日   
ALT  

年齢  性別   （ル／U 
HEV抗体  HEV  摂食歴朋倭  遡及対象  

lgM  lgG  RNA   供給製剤   受血者情報  
食べ方   

31  之006／01／02  22   F   12  ＋   有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  

32  2006／01／06  68   M   2：）  ＋   無  ウシレバーニブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   

ウマ精肉、不明レバー  
33  2006／01／13   36   

生  
M   42  十   無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

34  2006／01／18  53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

35  2006／01／13  31   M   43  ＋   有  不明レバ⊥ ブ 半生  
タ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

38  2006／01／17  48   M   25  ＋   無  回答なし  無  

37  2006／01／25  52   M   25  ＋   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了   

38  之006／01／30  39   F   22  ＋   無  回答なし  無  

39  2006／01／30  25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  
40  2008／02／02  39   F   85  ＋   ＋   有   ウシレバー  

生  
半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  

41  2006／02／07  57   M   13  ＋   不明   不明   無  

42  2006／02／07  40   F   け2  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02／17   39   M   28  ＋   
イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  

44  2006／02／20  58   M   22  ＋   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006／02／21   45   M   30  ＋   無  ウシ精肉  半生  
ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉  十分加熱   無  

46  2006／03／01   46   F   15  ＋   無  回答なし  無  

47  2006／03／01   50   F   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2006／03／02  54   M   4丁  ＋   ＋   ＋   無  ウシーブタ（粁肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2006／03／27  40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2006／04／01   3l   F   16  ＋  ヒツジ坪内   半生   無  

51  200＄／04／04  30   F   14  ＋  ／  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2006／04／12   38   M   45  ＋   ＋   ＋  ／  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ稚内、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  2006／04／18   21   M   26  ＋   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2006／0ヰ／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  回答なし  舞  

55  2006／04／26   46   M   19  ＋   ／  ブタレバー   半生   無  

58  2008／05／18   82   M   27  ＋  ヒツジレバー   十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容  
05年1月1日～05年10月31日：「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物積不明の生肉、生レバーの喫食歴」  
05年11月1日～06年03月31日：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物穫、焼き方を問わす）の喫食歴」、なお本間査は08年03月31日をもって終7   




